
１
５
６
０

永
禄
３
年

桶
狭
間
の
戦
い

井
伊
直
盛
、
今
川
義
元
と
共
に
戦
死
す
る
。

１
５
６
１

永
禄
４
年

虎
松（
後
の
井
伊
直
政
）が
生
ま
れ
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
６
２

永
禄
５
年

新
野
左
馬
助
が
今
川
氏う
じ
真ざ
ね
に
、
直
親（
虎
松
の
父
）に
は

異
心
が
無
い
こ
と
を
弁
明
す
る
が
、
今
川
氏
重
臣
に
よ

り
掛
川
城
下
で
誅
殺
さ
れ
る
。
虎
松
は
、
新
野
左
馬
助

に
命
を
助
け
ら
れ
、
井
伊
谷
の
新
野
家
で
養
育
さ
れ
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
６
４

永
禄
７
年

新
野
左
馬
助
、
中
野
信し
な
の
か
み

濃
守
、
引
馬
城
攻
め
で
天
間
橋

（
現
在
の
浜
松
市
東
区
安
間
町
の
辺
り
）で
討
死
す
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
６
５

永
禄
８
年

直
盛
の
娘
・
次
郎
法
師
、
幼
い
虎
松
の
後
見
人
と
し
て

直
虎
と
名
乗
り
井
伊
家
当
主
と
な
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
６
８

永
禄
11
年

龍り
ょ
う
た
ん
じ

潭
寺
の
南な
ん
渓け
い
和お

尚し
ょ
うが
虎
松（
８
歳
）を
三
河
鳳
来
寺
へ

逃
が
す
。

井
伊
家
伝
記

１
５
７
２

元
亀
３
年

三
方
ケ
原
の
戦
い

１
５
７
５

天
正
３
年

長
篠
の
戦
い

虎
松
、
徳
川
家
康
へ
出
仕
す
る
。
徳
川
家
康
が
虎
松
に

万
千
代
の
名
を
与
え
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
７
８

天
正
６
年

直
盛
の
正
室（
新
野
左
馬
助
妹
・
祐
椿
尼
）没
。

１
５
８
２

天
正
10
年

本
能
寺
の
変

８
月
26
日
、
直
虎（
次
郎
法
師
）没
。
万
千
代
、
元
服
し
、

井
伊
兵
部
少
輔
直
政
と
名
乗
る
。

井
伊
家
伝
記

１
６
０
０

慶
長
５
年

関
ケ
原
の
戦
い

「
直
政
」命
の
恩
人

　

永
禄
３
年（
１
５
６
０
）、
桶
狭

間
で
織
田
信
長
と
の
戦
い
に
敗

れ
、
今
川
義
元
と
共
に
直
虎
の
父

で
あ
る
井
伊
直
盛
も
戦
死
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
井
伊
家
の
家

督
を
直
盛
の
い
と
こ
に
あ
た
る
井

伊
直な
お

親ち
か

が
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
桶
狭
間
の
負
け
戦
で
今

川
家
は
家
臣
が
次
々
に
離り

反は
ん

し
て

い
た
た
め
、
井
伊
家
家
老
小
野

但た
じ
ま
の
か
み

馬
守
が「
直
親
が
松
平
元
康（
後

の
徳
川
家
康
）
に
寝
返
り
攻
め
て
く

る
」
と
い
う
あ
り
も
し
な
い
こ
と
を

告
げ
口
す
る
と
今い
ま

川が
わ

氏う
じ

真ざ
ね

は
信
じ
、

直
親
は
掛
川
城
下
で
今
川
家
の
重

臣
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

直
親
の
子
・
虎と
ら

松ま
つ

に
も
誅
ち
ゅ
う

殺さ
つ（
※
）

の
命
令
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
新
野
左
馬
助
が
自
分
の

命
に
替
え
て
虎
松
の
命
を
助
け
て

ほ
し
い
と
懇
願
し
、
そ
れ
が
許
さ

れ
養
育
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
虎
松
は
、
後
に
井
伊

直
政
と
名
前
を
変
え
、
徳
川
四
天

王
と
称
さ
れ
た
人
物
で
、
新
野
左

馬
助
は
、
井
伊
家
最
大
の
危
機
を

救
っ
た
功
労
者
と
し
て
後
々
ま
で

た
た
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

※
誅
殺
…
罪
を
と
が
め
て
殺
す
こ
と

新野家 家紋

井伊家 家紋

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
豆
知
識

　
「
左
馬
助
」
や「
因
幡
守
」「
但
馬

守
」
な
ど
は
役
職
名
。
新
野
左
馬

助
は
親
矩
が
名
前
に
な
り
ま
す
。
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